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ABSTRACT

Weaim(肋cl～UifytheimprovemeritinmuscIefleXibdity血comparisontOstretChvibrationmethOdandstaticstretehngof

重helowerliMbsin26healthymen[whoweπeassigned歓)oneoftwogroups:s廿etchvibrationmethodgroup(SVgro叩 ,n=13)and

astaticst【etchgmup(SSgroup,nニ13>Thetr)talinplementationtimewas60sf()rtheSVgroup(30sfbreachleg)and30sf()r

theSSgroupThemeasurementitemsw㎝ ∋五nger且oordisセm㏄,straightlegraise,andheelbuttockdistance(HBD) .Theref()re,a皿

measurementitemsweresignificantlyimprovedintheSVgroup,whereastherewasnotasignificantdifferenceinHBDintheSS

group.HBDwassignificantlyinprovedonlyin出eSVgroupTherefble,st【etchVibrationmethodmayimprovefleXibilityofthe

quadricepsandharnst血gs.(J.SportSci.Osteo.Thera,18(3),1-6」 〉larch,2017)
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【目的】

スポーツ障害予防やパフォーマンス向上のための柔軟

性改善にはストレッチを行うことが一般的であり、ストレッチ

方法は、静的ストレッチ(StaticstretCh:SS)、バリスティックス

トレッチ(BallisticstretCh:BS)および動的ストレッチ(Dynamic

stretCh:DS)に 分類される。柔軟性の定義は分野によって多

種多様である。 例えば、Salal)やChandlef%は 苦痛をとも

なわずに身体を動かせる可動域で筋腱 接合部に過度なス

トレスをかけずに正常な可動域まで関節を動かすことので

きる能力と定義している。また、Gajdosil～)は柔軟 性は筋肉

の力や回転モーメントの変化による長さや 関節角度の変化

率として定義すべきとしており、一つに定義することは難し

い。さらに、体育やスポーツ分野では関節や関節集合体が

有効に動く可動域(Rangeofmotion:ROM)で あると定義さ

れている勾。

柔軟性は多くの疾患と関係する可能性があることが認め

られている。例えば、Mellinのは胴体の外側の柔軟 性が直

接 的に腰痛と相互関係があると報告し、AsimenOlらは、適

切な横方向への柔軟性の欠如は腰痛が拡大す ると報告し

ている。また、CrawfordDらは、脊柱後湾症の増加は腕を挙

上する範囲の減少することと関係すると報告し、Cobin8)らは、

筋肉の発達と柔軟性の不均衡は悪い姿勢を作る要因であ

ると報告している。

男子プロサッカー選手においてハムストリングスまたは大

腿四頭筋におけるROMの 減少は骨格筋損傷の発生が統

計的に高くなることが報告されている9㌔

SS、DSともに柔軟陛を改善するとされている10)。しかし、

準備運動のSSは 運動によって引き起こされる筋肉痛や柔

軟性、筋力低下に対して予防効果はないとされているIl)。

このように、ストレッチは未確定な要素が多いといえる。また、

ストレッチは練習で疲れたスポーツ選手や柔軟性がほとん

どなく一般的に身体の硬いと言われる人々には痛みから敬

遠されることがあり、継続することが難しい場合が多いと考

えられる。

現在、スポーツ現場のウォームアップやクールダウン、臨

床現場の肩凝りや筋筋膜性腰痛に対する治療や脳梗塞片

麻痺患者などに対するリハビリテーション、末期癌患者の痙

痛緩和ケア、街中に数多く存在するリラクゼーションサロン

の癒しなどに、手技が幅広く用いられている。

しかし、手技の科学的根拠はまだ浅く、これまで、手技と

一119-一



スポーツ整復療法学研究 第18巻 ・第3号20f7年3月 原著論文

柔軟性との関係を検討した報告は見られていない.そ こで、

本研 究では、臨床 でよく使う手技である牽引性振せん法

(呂tretchVibiation=SV)を選択した。振動は皮膚血流促進効果

や褥瘡治癒促進効果があると報告している11}IM14)IS。本研

究は、臨床的に重要で、ストレッチよりリラクゼーション効果

が高いと考えられる牽引性振 ぜん法の柔軟性に対する影

響を舘 と比較し検討した。

【方法】

対象は、健常な男性26名 とし彪 身体特性 は、SV群 は

身長172.9H4.3㎝(mLSD)、 体重66,t牡1αO㎏、年齢2,3S,4

歳ss群 は身長174.5土4.Ocm、 体重71.正 ±8.2kg.年 齢

21.1±3.0歳で、群問に有意な差はなかった。被験者をSV

群(nrl3)とSS群(nF・13)に鯉 乍為 に…振り分け島 すべての被

験者は、事前の調査において立位体前屈時の指先と床面

か らの距離が負の値を示す者、つまリハムストリングスの柔

軟性が不足している者とした。なお、全ての被験者に対し

て、研究 目的と内容の説明を十分に行い、同意を得た。

舘 群は長座位体前屈によるハムストリングスのストレッチ

を全米大学スポーツ医学部会の基準に基づきle、30秒 間

行った。SV群 は、被験者は背臥位で膝関節軽度屈曲位、

術者は立位 、肘関節屈曲位、両手で被験者の片足の踵骨

を把持し牽引性振せん法を片足に30秒 間、左右足合わせ

て ω 秒 間行った。牽引性振せん法とは、術者の両手で患

者の上肢や下肢を牽引をかけながら振るわせる手技で勘る。

細かい断続的刺激により神経、筋に快い感覚を与える。

測定項 目は 立位 体前屈時 の指先 と床 面か らの距離

(Fi皿2{盟血oord㎞e=FFD)、 股関節屈曲角度{Straightleg

]mising=SLR)、踵と啓部の距RIIflleelbuttockdistance:HBD)

とした。FFDは 自動FFD測 定機TKK5⑪03(竹 井機 器工業)

で測定した。SLRの 測定は測定者と補助者の2名 で実施し、

日本整形外科学会の測定法1ηに準じて東大式角度計(タカ

セ医療器製}を用いて1。単位で誰録したe

HBDの 測定は測定者と補助者の2名 で実施L、20㎝ 定

規を用いて魁 嚇 の距艦1㎜ 単位で講 しtCo

測定者には、被験者がいずれの群 に属しているのかに

ついて判別できないように盲検化を実施した。

統計処理は、群内の比較は対応のあるt-best、群間比較

は対応のないt-teStを用いて徐 ・、危険率5%以 下で有意と

した。

1結果】

本実験の測定結果を表1に 示した。FFDはSV群 では、

実験前後で比較すると平均値で3.6±0.9cm有 意に高くなっ

たΦくO.Olk一 方、SS群 では、実験前後で比較すると平均

値で2、7±1.0㎝ 有意に高くなった(p〈0.el}ge問 比較では

SV群 が有意に高くなったΦ<O.eSha

SLRはSV群 の右足において実験前後で比較 ずると平

均値で5,3±15。有意に高くなった(p〈O.Ol〕。左足において、

実験前後で比較 ずると平均値で5.Ottl.3。有意に高くなった

Φく},Ol)。両足平均において、実験前後で比較すると平均

値で52上L4。 有意に高くなった(P・O,Ol)。一方、SS群 の右

足において、実験前後で比較すると平均値で6.4・N),8。有意

に高くなった(p〈O.Ol)。左足において、実験前後で比較す

表1,SV群 およびSS群 の柔軟性への影響
一

SV群(n二13) SS群{訟=13)
一

実験前 実験後 改善度 実験前

一一

爽験後 改善度

FFD{〔 皿)

一一 一
一47土L9

一

一1
.1±22柚 3.6±o.9 一42±1 、7 一L4±2餅 孝 2.7±L⑪ 1

SLR{')

右足

左足

平均

5⑪5±7.8

522±7.6

51ε ±7.6

559± 乱o‡ ‡

57ε ±7.9亭 串

55.5±7.呂 串‡

5.3±L5

5」)±1ε

52±L4

52.9±6ユ

52.5±5、7

52.7±5.8

59、3±6.1串 串

60、o±6.5‡ 孝

59、7±62鉢

64± α呂‡

7石 ±L5‡ 富

7、0±L3‡ ‡

1

旨HBD(
㎝)

1

右足

左足

平均

1巳o土3ユ

14.4±1、8

152± 量.6

1a9±2.伊*

13ε ±1.8申 串

13、6±2』1#

一2、1±Oβ 脾

一2
.1± ⑪」辞

一2.1±o£ 躰

17.1±1凸

16」5±L8

1658±1』

172±1β

16、5±20

16.8±1β

o.o呂 ±o、6

-o
.09±Ob

-O
、OO3±O占

一 一

Signi丘ca皿ce‡=Pく0.05'‡=PくO,01FFD=Fingerfloarrdistance,SLR=StragghtlegraiE血 ユ9,HBD=Heelb皿ttoctik

distan〔旭,SS=Stalicstretdh,SV=Stretchvitntion
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ると平均値で75±1.50有 意に高くなったΦ〈0.Ol)。両足平均

において、実験前後で比較すると平均値で7.0±130有 意に

高くなった(p〈O.01)。群問比較では、SS群 が有意に高くなっ

た(P<0.Ol)。

HBDはSV群 の右足において、実験前後で比較すると

平均値で一2.1土O.6cm有意に低くなった(p〈O.Ol)。左足にお

いて、実験前後で比較すると平均値で一1.0±O.5cm有意に低

くなった(p〈0。Ol)。両足平均において、実験前後で比較す

ると平均値で一1.6圭0.7㎜有意に低くなった(p〈0.Ol)。一方、

SS群 の右足において、実験前後で比較すると平均値で

O.O&EO.6cmで あった。左足において、実験前後で比較する

と平均値で一e.(脚5㎝ であった。両足平均において、実

験前後で比較すると平均値で一〇.003士0.5㎝であった。群間

比較 ではSV群 が有意に低くなったΦ<0.01)。

【考察】

本研究においてSV群 はHBD両 足平均一1,6土0.7cm、

SLR両 足平均5.2±1.40有意に改善したことから牽引性振せ

ん法はハムストリングスだけでなく大腿 四頭筋の柔軟性改

善を引き起こす可能性が示唆された。これまでに手技によ

る反射作用により皮膚の感覚神経に快適感やリラクセー・シ

ョンが産生され、結果的に筋はリラックスし血管拡張すること

18)やエンドルフィンを放 出して興奮レベルを低下させること

により幸福感の産生や促進することが報告されており恥、こ

のことが改善に好影響したかもしれない。SS群 は両足平均

7.0±1.30、SV群 は両足平均5.2圭1.4。、両群ともにハムストリ

ングスの柔軟1生は改善しており、その中でもSV群 はハムス

トリングスと大腿 四頭筋を同時に改善させており牽引性振

せん法がより効果的であることが窺える。

スポーツ傷害予防のために柔軟性改善は重要である。

ハムストリングスの受傷者は非受傷者と比較して両足の柔

軟 性が著しく低下している 鋤。また、柔軟性に優れることは

筋 肉の仕事率を減少させてエネルギー吸収能力を増大さ

せ 肉離れを減少させる21㌔よって、本研究においてハムスト

リングスの柔軟性は改善しており、ストレッチだけでなく牽

引性振せん法もスポーツ傷害予防に有効であると考えられ

る。

ハムストリングスと大腿四頭筋の筋力の不均衡がハムスト

リングスの肉離れ発生の原因である概 また、ハムストリング

スの傷害はハムストリングスの筋力に対して大腿 四頭筋の

筋力比率が50～7〔W・のときに減少する23)

Worrell24)らは柔軟性不足は怪我をしやすいと報告してい

る。また、Heiser25)らはハムストリングスと大腿四頭筋のバラ

ンスを正すことでハムストリングスの肉離れが減少したと報

告している。よって、ハムストリングスと大腿四頭筋の柔軟性

を同時に改善できたことは、牽引性振せん法がストレッチよ

り傷害予防に優れていると考えられる。例えば、ランナーの

股関節屈曲筋群が硬くなり、常に帽盤が前傾姿勢になった

場合、ハムストリングスの起始と停止の距離が長くなり筋疲

労を速めてオーバーユースを引き起こす 鋤。よって、牽引

性振せん法の振動刺激はハムストリングスや大腿四頭筋だ

けでなく、股関節屈曲筋群の主働筋である大腰筋や腸骨

筋、補助筋である大内転筋、長内転筋、短内転筋、恥骨筋、

縫工筋、大腿筋膜張筋に対しても与えることができたと考え

られ、よりスポーツ傷害予防に有効であることが示唆され

た。

大腿四頭筋の障害は直達外力による外傷も多いが、柔

軟性不足やオーバーユース、疲労なども原因の一つであ

る。大腿四頭筋のストレッチは膝蓋腱への過度な張力によ

る脛骨祖面の未発達や剥離が起こるオスグッドシュラッター

病やジャンパー膝、腸脛靭帯炎などの疾患や筋損傷を予

防する目的で広く用いられる。その方法として、座位で片足

の膝関節を完全伸展位で股関節屈曲、もう一方の足の膝関

節を屈曲させて踵を轡部に密着させ股関節を屈曲、外転、

内旋させて行う解剖学的に膝前方へ過度のストレッチが生

じるハードルストレッチが行われることが多い。ハードルスト

レッチは、靭帯を過度に伸長して内側側副靭帯のオーバ

ーストレッチや膝蓋骨に対する捻れや圧迫
、半月板へのス

トレスにより関節不安定1生を引き起こし、半月板損傷などの

スポーツ傷害を誘発する可能性がある27)。しかし、牽引性

振せん法は、膝関節に過度な負荷をかけることなく大腿四

頭筋の柔軟1生を改善できたことは、ストレッチと比較して安

全性の高い方法であると考えられる。

スポーツ障害予防においてアキレス腱や足関節、下腿な

ど大腿部以外にも発生する障害は多い。アキレス腱の一般

的な障害はアキレス腱炎であり、最も影響が大きいのはア

キレス腱断裂である。アキレス腱障害予防に対してSSを 行

うのは一般的であるが、SSにおいてアキレス腱をストレッチ

させる方法は、理論的には障害発生メカニズムと同様であ

る。よって、ストレッチにおける障害予防は実施時に詳細な

注意を払う必要があり精神的疲労が発生する可能性がある。

アキレス腱は長さの割には配置されている血管の数が少な

いために血液を十分に供給することができず、結果的に血

管の少なさが外傷後の細胞修復を妨げたり、さらなる腱の
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弱化を促進する可能性がある 羽)。血管の数を増やすことは

不可能であるが、アキレス腱の血流を促進させるためには

全身の血流を促進させることが重要であると考えられる。牽

引性振せん法は障害発生誘発の可能性のある肢位を取る

ことなく静脈やリンパに作用して血流改善ができるため、ア

キレス腱障害予防に対しても有効であると考えられる。また、

アキレス腱断裂後の治療におけるギプス固定時にストレッ

チを行うことは不可能であるが牽引性振せん法を行うことは

可能であると考えられ、早期治癒に向けたリハビリテーショ

ンプログラムの一つとしても牽引性振せん法は有効である

と考えられる。牽引性振せん法が、大腿前面にある大腿四

頭筋に影響があったことは、振動刺激が下腿前面や足関

節にも広がっていると考えられる。下腿前面のスポーツ障

害として代表的なものはシンスプリントである。また、シンス

プリントの治療にストレッチや手技は有効である鋤。よって、

ストレッチや手技は有効であるが、本研究で用いたSSは 大

腿後面、下腿後面のストレッチ効果はあるが、下腿前面に

対するストレッチ効果はないと考えられる。よって、新たなス

トレッチ種目を取り入れる必要があり、時間的、肉体的負担

が増えると考えられる。しかし、牽引性振せん法は一種目

で大腿後面、下腿後面だけでなく、下腿前面にも効果を与

えることが可能であると考えられ、短時間で幅広い下肢のス

ポーツ障害予防に効果的であると考えられる。足関節のス

ポーツ障害として最も多いのは内反捻挫である。内反捻挫

によって外側靭帯である前距腓靭帯の断裂する可能性が

ある。腓腹筋の硬さは足部が地面に接地する際に足関節を

内反させる原因となる可能性があり、足関節捻挫予防には

腓腹筋をストレッチすることがよい30)。また、足関節への過

度のストレスは足関節に小さな骨片を産生する骨障害を引

き起こし、可動域が制限される31)。よって、足関節捻挫予防

には、腓腹筋だけでなく足関節へのストレスを軽減できる牽

引性振せん法がより効果的であると考えられる。

時間についてストレッチは30秒 以上行う必要がない、60

秒が最善など一定の見解が得られていない32)33)。本研究に

おいて、SS群は30秒 間、SV群では合計60秒 間を実施し

たところストレッチ効果が得られた。つまり、本研究での実

施時間は有効であったと考えられる。一つの筋群に対して

SSを 長い時間行うことは、時間の浪費であり、非実用的スト

レッチになる 鋤。近年スポーツ現場では、筋力トレーニング

や技術練習、実践形式の試合など練習内容の多様化や練

習時間の増加など、ストレッチに長い時間を割くことができ

なくなってきている。また、大病院などの臨床現揚では、超

高齢化社会による患者数の増大により一人の施術者が多く

の患者を診る必要があり、時間効率の良い方法が求められ

ている。本研究において、牽引性振せん法はSSと比較して

施術効果部位が広く、時間効率がよい方法として有効性が

得られた。そのため、効率の良い練習や施術を行うことが

でき、スポーツ現揚や臨床現揚で有用であると考えられる。

【結論】

牽引性振せん法は施術効果部位が広く、時間効率がよ

く、スポーツ現場、臨床現場で有用である可能性があ

る。
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超 音波検 査装 置によるdeQuervain病 の機能 解剖学的考 察 につ いて

名和史朗

信州医療福祉専門学校

Theconside1ationofthe血nctior旧1anatomyofdeQuervain'sdeseasebyultrasonography

ShiroNAWA

ShinshuCollegeofMedicalScienceandWelimi

Ab5tract

DeQuervain'呂diseaseis缶equentlyencoumteredinclinieEtlpractice,Becausetheincidencecrfthediseaseishighinwomen
,

itse廿 。1。gyisth。ughttObeh・rn。 囲 曲 。e.H。weveEinprevi。usstUdiess・mepatients}imrebeenreparted加}脚 紬e

septumbetWeenthetendonsoftheabdu£tOrpO】iCislongus(LAPL)ande)rtensorpo比i呂 ㎞ 呂(EPB)inthefirsteXterLscnr

t㎝don㎜ 剛ment。f山e職andeve血 蜘leAPLandEPBtend幡Here
,vverepOrtourrecentenoounter舳a

P且tie皿twholvaddeQuervaindiseaseaecornpaniedbythes印turnandtyvoAPLtendons,仙spcutsci.osteo.・ 臨1呂(3),9-15,

AugusC2017)

Keyvverds=deQuer舳 』d醐 肥(deQuervain病),thefirste)ctensorcompart[nentofthewrist(手 関節 伸 筋 腱 第1区 画
,

且bductorpo田d310㎎u呂(APL)(長 母 指 外 転 筋 腱).extens(nrpOhCisbnK)Vis(EPBX短 母 指 伸 筋 腱) ,theseptUm(隔 壁)

【目的 】

deQuervain病 は、臨床上頻繁に遭遇する疾患であり、女

性の罹患率が高いことから、ホルモンバランスの乱れによる

浮腫が原因であると考えられている 圃。また、患者の手関

節伸筋腱第1区 画内において、長母指外転筋腱(APL)と 短

母指伸筋腱(EPB)の 間に隔壁が存在することが報告されて

おり3n、さらに、APLとEPBが それぞれ複数本存在する症

例も報告されているsu。APLは1本 から6本 まで、EPBは

1本 から3本 まで存在する場合がある。さらに、EPBが 欠損

する例も報告され ている。このような解剖学的特徴を持ち、

隔壁が存在し、APLとEPBが 複数本存在する場合は難治

となる。今回、隔壁と2本 のAPLが 存在するdeQuεr曲

病を経験したので、ここに報告する.

【対象 】

男性、21歳

【症例】

主訴1右 僥骨茎状突起部の痙痛

既往歴・家族歴 ともに特記事項なし

現病歴:リハビリ関係の専門学校の学生であり、マッサー

ジ手技を練習中、右榛骨茎状突起部に強い痺痛を感じた

ため、本院に来院した。

初診時現症:第1区 画に圧痛が存在し、E㎞hoffテ スト

m〈図1) 、Fi創 ㎞nテ ストm(図2)が ともに陽性であったた

め、deQuervain病 と診断し規 超音波検査装 置は 日立アロ

カメディカル株式会社製F37を 用い、探触子は10MH2メ カ

ニカルセクタを使用した。橋骨茎状突起部の短軸像にて、

隔壁の有無とAPL及 びEPBを 確認した結果、隔壁が存在

し、APLが2本 、EPBが1本 存在していた(図3}。

叢 繋譲響
頻 憶 軽嘗識 ≡無離炉 「'"{

　　　灘

図1.Eichlniテ スト

母指を手掌に向け4指 で握りこんだ伏態で,手 関節を尺屈

させると,椀骨茎状突起部に強い痛みを感じる,
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経過=右 手指の安静を指示s3週 間後 に再度来院 した。

Eidhhoffテ スト、Finkelsteinテストともに陰性であり、第1区

画の圧痛も消失していたので、症状の寛解と判定Lた 。

堀轟

脳
メ

雪

》
補

月

.
・
』

、

.騎

図2.FinlgelSteinテ ス ト

患者 の 母指を握 り尺屈させ ると,擁 骨 茎状 突起 部 に痛 み が

誘 発され る.

>
APL

ロ

齢
＼

印
べ

図3.deQuervain病 である右僥骨茎状突起部を描出し

た超音波診断装置を用いた短軸像

隔壁が有り,APLが2本,EPBが1本 存在した

【考察】

屍体手における第1区 画内の隔壁の存在率は24～75%

であllavaZl〕、一方、deQuervain病 において、手術により隔

壁の有無を確認した報告では、隔壁の存在率は67.5～

91%と 報告されている;3-14zaZ6}。これらの報告を表1に まとめs

屍体手とdeQuervtm病 患者の隔壁の存在率を比較したと

ころ、本疾患において有意に隔壁の存在率が高かった(図

4)e以 上のことから、隔壁の存在が本疾患の発生に影響を

及ぼすことが確認された。

この隔壁は、第1区 画を2つ に区分する結合組織 陸中隔

であるが、完全型と不完全型が存在する。屍体手では.完

全型は20.1～26%、 不完全型は31～4上7%を 占めると報告

されている。これに対し、deQuerVain病 では、完全型が3⑪

～6上7% 、不完全型が14.8～53.3%を 占めs屍 手例よりde

Quervi血 症例の方が、完全型隔壁の存在確率が高かった。

このことから、完全型隔壁が本疾患の発生に寄与すること

が示唆されたssen(表2、 図5)。

APLとEPBの 腱の本数について、諸家の報告eg)を表3

にまとめt4屍 体手例.deQuervain症 例ともに、APLは2

本の場合が最も多く、次いで3本 の場合が多いことが判る。

EPBは1本 の場合が最も多く、欠損している場合もある。

本疾患の原因がEPBに あるという報告が多い。その理由

としてx① 第1区 画に隔壁が存在する場合は、手関節の自

動尺屈運動、母指の 自動対立運動によってEPBを 撹骨へ

押し付ける機械的ストレスが発生するm、②EPBへ のステロ

イド注人注射が有効である5es)、③EPB腱 鞘切開を行うだけ

で症状が消失するla,2m、④EPBの 筋腹は第1区 画の近くに

存在するため、母指の運動時に第1区 画と筋腹により大き

な摩擦が生じる291、の4っ が挙げられている。

一方
、本疾患の原因はEPBとAPLの 両方にあるという報

告yも ある。その理由として、①鞘の肥厚に関して、EPB側

単独又はAPL側.単 独の肥厚伊1∫は少数でありs両腱の腱鞘

肥厚例が大半を占める、②EPBが 欠損しているにも関わら

ず本疾患を罹患する例が存在する、の2つ が挙げられてい

る.本 疾患の原因についてはさらなる研究が必要である。

【結論】

超音波検査装置を用いて第1区 画を確認した場合、腱鞘

の肥厚や炎症の程度を反映する腱周囲の低エコー像が、

治療効呆に影響を及ぼす。隔壁と低エコー像を呈する症例

の多くは手術を要 し、注射回数も多く、寛解期間が比較的

長い 一方で、隔膀や低エコー像のない症例は注射を必要

とせ ず治癒した、という報告がある鋤。よって、隔壁の有無と

低エコー像を確認することにより、治療法と予後の見通 しが

得られる。
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表1第1区 画の隔壁の報告(城石ら、20⑪2より改変)一一

屍体手例

一

d已Quε㎜ 加症 例

Ke肛1・C⑪hen 1951 脳66手 33.0% J乱㎞Dn 1曾呂6

一

27阻o手 67.5%

IL£a⑪ 1956 2姐 ⑪o手 24.Q鮎 Harvey 1990 91ρ%

G頑e3

一

196⑪ 27凧)手 54.⑪% ㎞heら ユggo

一

67.5%

Mud㎞

一

19ε4 witt 1991

一

74.0%

J且d{釧)nら 19呂6 12{聡⑪⑪手 4⑪.⑪% 高橋 1993

1

74.0%
一

V蛤9誰 19肪

一一

堀内 19臼6 5㈹ 手 呂3.⑪鮎

Hヨrvεyら 1990 水谷 1997「 87.0%

Le曲Eら
11990 即oo手 34.0佛 湯浅 1997 1硯1呂手 89.⑪%

Mh㎜ ㎞aら1 1991

一一

職71% 75ρ% Vi5uthik⑪s⑪1 1臼8呂 脚42手 9⑪ρ%

Gon刻{Eら

一

1995 3恥6手 45.e% 瓶 199呂 73.⑪%
一

堀内ら 1996 2理54手 52.⑪%

一

K¢nt 1臼99 3]晦3手 72.o%

城石ら 2002 齢2手 7石.5%
一 一

表2隔 壁の完全型・不完全型の報告

屍体手例 deQu醐n症 例 1

鯉 不完全型

II完全型
不完全型

IH掘 ら 2⑪ユ% 41.7% 城石ら 6L7% 14B%

堀内 26% 31% 平沼ら 56ρ% 2a⑪%

堀内 30.0% 53=}錫
一
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表3APLとEPBの 存在率

屍体手敏144手)

一

由Qu㎝ 雇血 症例(77手)
「

腱の本数 APL EPB 腱の本数 航 EPB

o 上4乾 o 52%

Il 4.9% 9031殆 1

一 一

3.9% 84.4%

12 4719%
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第18回 日本スポーツ整復療法学会大会印象記

行 田直人 〔帝京科学大学)

第18回 日本スポーツ整復療法学会が平成 盤 年lO月28

日(土)～10月29日(日)ま で北海道立道民活動センター

(かでる2の にて開催された。

北海道の玄関 札幌駅

大会内容は一般発表23演 題の他、シンポジウム3題、特

別講演2題 であった。

初日の大会特別シンポジウムでは「柔道整復療養費等の

社会問題について」と題して、岩本芳照先生、荒井俊雅先

生、小野寺恒己先生より不正請求問題や療養費受領委任

払い請求などについて詳しくお話を頂い亀 養成校の乱立

による柔道整復師の資質低下および知識不足などの問題

を抱えている中で、2年後には養成校のカリキュラム等改善

が行われる。主な内容は臨床実習の時間数の大幅な増加

を行う予定であり、柔道整復師の資質向上等が期待される

とのことであった。

3部 会合同シンポジウムでは、片岡繁雄先生(学会顧問〕、

原和正先生(学会副会長)および片岡幸雄先生(学会理事

長)より、患者やアスリートと接する上でコミュニケーションの

重要性についてお話し頂いた。言語伝達能力(会話力)を

もって患者やアスリートの訴えを十分聴取し十分な対話を

行い最適な施術計画を決定することが重要であるとのお話

しであった。接骨院へ来院する患者様とのコミュニケーショ

ンは患者様の生活環境を把握する上で非常に大切であり

.、..・〒.†一,=.覧 し 特 ㌔ 謹 辞 耳
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大会特別シンポジウム意見交換風景

(小野寺恒己先生、荒井俊雅先生、岩本芳照先生)

施術計画に大変参考となることであると改めて思い起こさせ

られた講演であった。

特別講演(市民公開講座)では、川初清典先生{社会福

祉法人北海道循環器病院、理事、心臓リハビリセンター長)

が「心臓リハビリテー一ションの実際止題してご講演頂いた。

心臓が罹患すると運動不足、ストレス過剰となり機能回復が

遅れてしまう悪循環が生じる。川初先生の病院ではドイツ方

式の心臓リハビリを取り入れ、ゲームスポーツ、ウォーキン

グやハイキング(自然環境融合型ス、ポーツ)を実施し自然環

境を利用した心身相互に有効な手法を紹介して頂いた。リ

ハビリが一人よりも多くの仲間と共に行うことで楽しいと感じ

るリハビリとなっており、新たなリハビリの在り方を教えて頂
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き有意義な講演内容であった.その他、スポーツや柔道整

復関連の講濱・発表を聴講したが、これまでの臨床データ、

研究データを積み重ね、試行錯誤しながら導き出した臨

床・研究結果をご発表されていた。大変有意義で貴重なご

発表ばかりであった。

特別講演(市民公開講座)、川初清典先生

2日 目には アスレチックトレーナー実践部会による

シンポ ジウムとして「国際大会、海外におけるアスレチックト

レーナーの役割」(司会=原 和正先生)が開催され、シンポジ

ストとして蛭間栄介先生(帝京大学)、牛島詳力先生(関西医

療大学〉が招かれ、それぞれのフィールドにおける現状、問

題点、今後の展開などお伺いすることができた。

最後に、北海道支部長工藤四海先生による特別講演が行

われた。「経験的・伝承的「ほねつぎ」一柔道整 復術から柔

道整復学へ一」と題して、支部長自らの柔道整復師としての

経験から得た多くの示唆、あるいは今後の柔道整復のあり

方を考える上で「術」から「学」への展開がきわめて重要で

あることをお話ししていただいた伺 会=佐藤 勇司先生}。

本学会も2年 後には節 目となる第20回 大会が目前である。

私も含め会員の先生方にはスポーツ、柔道整復匠キーワー

ドに今後さらなる研究成果、臨床報告のご発表をして頂き、

本学会が益々発展していけることを願っています。

、'、
、

≡鱒 師
・A 　 ロ　

一曝7帽一 一、

・
.・'脚 曹}

Iv,L

掴■属「闇一_一 虚
ゴ む む 　

一 毒

鎚避1譜
増原光彦会長挨拶(評議員会)

置,島

.ll翁
ロ ポ　

団
ノ

㌘

}
裁

アスレチックトレーナー実践部会シンポジスト
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第18回 大会を盛り上げた北海道支部の先生方

北海道記念?
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第19回 目本スポーツ整復療法学会大会のご案内(第一報)

1.会 期:平 成29年12.月9日(土)・10日(日)

2.会 場:明治東洋医学院専門学校(〒5640034大 阪府吹1ヨ市西御旅町7-53)

明治東洋医学院専門学校HPh・me11-saci→ 交通アクセス

3.交 通:① 梅田方面から 阪急千里線 北千里行)「梅田騙 から「下新由駅ぽ で約11分

②京都方面から 阪急京都本線(梅田行)「河原町駅 」から「上新庄駅1まで約33分

4.日 程:

大会前 日:12月8日(金)

16:00～17:00役 員会

17:00～18:00理 事会

理事会終了後 役員・理事懇談会

大会1日 目:12月9日(土)

8:30～ 受付開始

9:00～10βO一 般粥 乏1～9

10:35～12:05大 会糊1」会シンポジウム 「スポーツ整復療法学の明日 ～様々な視 点から～」(仮)

シンポ ジスト:

(教育の立場から)谷口和彦(明 治東洋医学院 理事長)(明 治東洋医学院専門学校 校長)

(鍼灸の立場から)伊藤和憲(明 治国際医療大学鍼灸学部 教授)(明 治際医療大学大学院鍼灸学研究科研究科長)

(救急の立場から)植田広樹(明 治国際医療大学 救急救命学科 准教授)

コーディネーター:林 知也(明治国際医療大学 教授)

]2:05～13:00昼 食

12:15～ 評議員会(12:50ま で)

13:00～14βO-一 舟斐蕪10～18

14BO～16=00大 会糊1精 演 「メンタルトレーニングについて」(仮)

演者 大儀見浩介(株式会社メンタリスタ代表取締役)

座長;増原光彦(大阪体育大学 名誉教授 ・スポーツ整復療法1学会 会長)

16:10～17:40分 科会合同ワークショップ 「伝統的な固定術」(仮)

演者:力 山清司(力 山整 骨院 院長)

コーディネーター:草場義明(草場 整骨院 院長)

18:00～ 懇親会・情報交換会

大会2日 目:12月10日(日)

8BO～ 受付開始
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9:⑪0--11:30][ALTAC共 催 着「講演やテーピング など」味 定二調整中)

12:⑪0～13;00総 会

13=00～14葦P-一 般弓巻ヨ受19～27

14mo--160e関 西支部主催 教育セミナー

①「柔術の活法・殺法」(例 演者=岩 田 勝(大 阪体育大学 名誉教授)

②「産業トレーナーとは」(働 演者=中 務正幸{株式会社エヌディエス 代表取締 櫛

コーディネーター滝 瀬定文(大 阪体育大学 名誉教授)

1日 程表につきましては変更する場合がございます。詳細が決まり次第お知らせいたします。

2お 早めの宿泊先確保をお願いいたします。

日本スポーツ整復療法学会第19回 大会

実行委員会
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第19回 日本スポーツ整復療法学会大会号への広告掲載のお願い

日本スポーツ整復療法学会

会長 増原 光彦(印 略)

本年は第19回 日本スポv--Lツ整復療法学会大会を明治東洋医学院専門学校(大阪府吹田市)にて開催すること

となりました。大会開催 にあたり展示および広告掲載による支援は大会の円滑な運営のための大きな助けとなってお

ります。今回、本部からの依頼とともに特に会員皆様方から新たなご協力者の紹介をお願いすることとなりました。誠

に勝手なお願いではありますが、諸事情ご理解の上、関係企業、大学、団体等のご紹介をお願い申し上げます。

〈広告掲載および賛助会員のお願い〉

従来、広告および展示をご希望の場合には賛助会員に入会して頂くことを原則としておりましたが、本大会において

はご協力企業の方々にさらなる負担とならないように賛助会員としてのご登録は自由とさせていただきました。賛助会

員は広告、展示とは別に本学会の趣旨にご賛同いただき、ご協力願える場合にお願いします。賛助会員としてご協力

願える場合には、当該年度の学会誌の配布、大会研究会の案内等を送らせていただきます。 なお、申請に関わる諸

費用については以下のようになりますので、なにとぞご理解、ご協力ほどお願い申し上げます。

1.賛 助会員入会(ご 自由です)・ 入会金2千 円 ・年会費8千 円

(入会金は新規登録年度 のみです。すでに賛助会員 にな られている場合入会金 は不要です。)

2.大 会号広告掲載

広告掲載料 ・A4で1ペ ージ3万 円

・同2分 の1ペ ージ2万 円

・同4分 の1ペ ージ1万 円

3.研 究助成基金寄付金(本 学会の研究活動基金への寄付金として)・ 一 口8000円(何 口でも可)

4.申 込方法 ・方 法 次ペ ージの申込書にご記入のうえ、FAXで ご送付ください。

・締 切 随時(ご 指定の号あるいは大会の予定により調整
、お問い合わせ下さい)

・宛 先 〒263-8522千 葉市稲 毛区萩台町664-83村 松成司

「日本スポーツ整復療法学会事務局」宛

TEL/FAX:043-254-8311E-mail:mshigeji@faculty.chiba-u.jp

5.送 金方法

・締 切2017年10月25日(大 会号製本 の関係上)

・振込先 郵貯振替の場合 口座番号:00110-4-98475

口座名義:日 本スポーツ整復療法学会

銀行の場合 千葉銀行穴川特別 出張所 普通 口座

口座番号3282277

口座名義:ニホンスポーツセイフクリョウホウガッカイ

注)お 申し込みいただきましたら、ご指定のメールアドレスへ 申込受理のお知らせをいたします。

問い合わせはE-mailで お願いいたします。
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第19回 日本スポーツ整復療法学会大会

広告掲載および賛助会員の申込書

平成 年 月 日

日本スポーツ整復療法学会における賛助会員入会金および年会費、広告掲載料および寄付金として

下 記 の金 額 を送 金 します 。

1.会 社 ・団 体 名;

2.所 在 地:〒

3.電 話1

4.E-mai1

5.代 表 者 名

6.担 当 者 名

1.金 額

賛助会員

広告掲載料

寄附金

2.振 込 予 定 日

印

記

入 会 金(新 規 の場 合)2,000円

年 会 費8,⑪OO円

A41ペ ー ジ30,000円

同2分 の1ペ ー ジ2e,OOO円

同4分 の1ペ ー ジ10,000円

1口8,000円

件

件

件

件

件

口

総計

円

円

円

円

円

円

↑ 円

平成 年 月 目

該当する部分にのみ数字を記入下さい

※ こ の 書 類 はE・mail添 付 で 送 付 し て く だ さい 。E-mail=mshigeji@facUlty.chiba-u.jp

一136-・



スポーツ整復療法学研究 第18巻 ・第3号2017年3月

平成28年 度日本スポーツ整復療法学会理事会・評議員会・総会報告一
6A26日(日)13:00～16:30JSSPOT理 事会(ア ワーズイン阪急会議室)

出席(敬 称略):理 事:増 原、原、佐竹、片岡、村松、工藤、加藤、草野、菊地、行 田、渋谷、岩本、住田、滝瀬、西島、草揚、

監事渡 辺

委任状:白 石、千足、林

・嶋木理事から「理事辞退届」及び「学会退会届」が提出される … 承認

・総務委員会委員長の決定:互 選により菊地理事に決定(総 務委員会で議事録を作成する)

・議事録署名人:理事長、事務局長及び総務委員長

・会長挨拶:14=00頃 退席するため、議案の順を入れ替えて審議する

審議事項

7)その他

会長提案:定 款11条3)項 の規定により、会長指名理事として 滝瀬先生(大阪体育大学)と 林先生(明治国際医

療大学)を、また定款21条 の規定により 顧問?と して 岡本武昌先生を推薦したい … 承認

質疑:岩本圭史先生を推薦したいがどうか?「これまでは原則的に会長経験者を推薦している」

定款に明記すべきではないか。「意見として参考にしたい」等

1)平成27年 度事業報告

報告:第17巻3号 は2016年 度にずれ込む。

質疑:学 術研修会の「回数」が案内時から1回 ずれている。「ホームページ等で訂正する」

… 承認

2)平成27年 度決算

質疑:年 会費未収金612,000円 の回収にっいて質問あり、「年会費回収にっいては納入をお願いしているが現状で

はかなり難しい」「会費未納者について定款通り処理すれば会員は減る。その問題は後で議論する」

質疑:会 費の回収の仕方を自動引き落としにするという方法もあるのではないか?「その方法もあるが、会員数と銀

行などの手数料を考えるとなかなか踏み出せないのが現状である」「事務局からのアクセス回数(納入のお願

い)が少ないのも原因かもしれない」

… 承認

3)平成29年 度事業計画案 … 承認

4)平成29年 度予算案

質疑:ホ ームページを充実させてはどうか 評議員会でも拍手をもらっている。「現在のサーバはあと半年で使えな

くなるので努力する。」

意見:① アップするのにどの程度かかるのか?会 員数を増やせば問題解決する ネットワーク作りが必要。

養成校が関東でも関西でも増えている ネットで流せば増えるのでは?

会員数アップの方策を会長ではなく副会長が提案ずべき。

学会の内容を良くして学会そのものの魅力を高めたい。

②会員数アップの集約は副会長が行うべき。戦略会議を設置すべき。

副会長メインで戦略会議を(学会費、参加費、予算を含めて)開いてはどうか。

ホームページに関してきちんと結論を出すべき。
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③大会予算が20万 減を国際交流費から補填で砦ないか。国際交流費は有効な使用法を考えるべき。

④大会予算20万 減は学術大会内容の質が下がる可能性があるのでは。「会員数減少による会費等収入減少

の中で、20万減はやむを得ない」今後、会員数増加の対策を。

承認(ホ ーム・ページは検討ずる〉

5)第18回 学会大会進捗状況について

展示会揚が予約できないので展示ブー一スを設置しない。

意見=

① シンポジウムの講師として北翔大学(開催地)の先生をお呼びしてはどうか。経費節減と参加者(学生)増加が見

込まれるのでは。

②柔整関連、スポーツ関連とバランス良い大会内容となっていないように思える。また、講演者の謝礼、交通費はどう

なっているのか不明。

③もoと事前にメール等で大会内容を相談すべきでは。

④来年度はもう少し早く事前に打ち合わせをすべき。

⑤意見も事前に聴取して大会内容の対策をすぺき。学生にも早めに伝達を。

⑥この案でいくとして、内容は理事の方々の意見を参考に持ち帰って再検討を。

演題を学会の目的に即したものに修正する点等を踏まえて再検討し、第2報 を出す(内容は承認)?

6)第19回 大会

質疑:19回 大会は震災復興記をテーマにしてはどうか?「大学関係とのつながりがないが、関東支部等の支援があ

れば大丈夫だと思う」「関東支部はバックアップする用意があるJ支部に持ち帰って検討しなければならない

が、バックアップがあれば復興支援というテーマは大丈夫。「専修大学石巻校が復興支援にも携わっている

ので使用許可はでるだろう」等

第1候 補は東北に決定

7)第20回 記念大会

提案=開 催地を東京にしたい

意見=「会長h:大阪支部なので大阪でもよいのでは」 「東京(東日本)が2回 続いたこともあるので記念大会で

もあり東京でよいのでは」「記念大会であるので本部主催で行っては(開催地は東京、大阪とも らでも)」

「本部主催、っまり理事メンバーで行い実行委員を決めてはどうか」

東京案・大阪案 並記 次回理事会で決定 日程は原則的に10月 末の土日

8)理事役割分担

財務委員会

学術研修委員長

国際学術交流委員長

広報委員長

学会大会委員会東日本

編集委員長

研究助成委員長

共同研究プロジェクト委員長

委員長=渋 谷 委員に行田を追加

北海道・東北 ユ藤

関東・北信越:行 田

東海・関西・九州=草場

議論せず(通例1会長、副会長、理事長)

加藤

村松

瀦

飯

会長
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部位別専門柔道整復師委員長

学会大会委員長 西日本

本岩

林

9)その他

理事長提案:選 挙細則について 佐竹副会長が原案作案して本年度の学会に提案する(目標)

提案:学 術協力団体への登録の進捗状況の確認,菊 地総務委員長が学会にメリットがあるかどうか清報収集する

以上

議長 理事長 片岡幸雄 印省略

議事録i署名人 理事 村松成司 印省略

藷 録署名人 理事 菊池俊紀 印省略

一
目時:平成28年10月28日(金)18:00-19:15

場所:北 海道立道民活動センター(か でる2.7)1010会 議室

出席:増 原会長、佐竹副会長、原副会長、片岡理事長、村松事務局長、工藤、加藤、草野、菊地、行田、渋谷、白石、千足、

岩本、住田、滝瀬、林、草場、西島(以上理事)、今野、渡邉(以 上監事)

欠席:無 し

司 会:片 岡理事長

会長挨拶1増 原会長

1.審 議事項

用意された議案に入る前に、総会対策として下記を決定した。

司会:菊 地

開会の辞及び閉会の辞:菊 地

会長挨拶:増原

議長団選出:評議員会と総会は同じ会員に依頼

議長:佐 藤勇司会員(北 海道)、田中稔晃会員(北 海道)に菊地理事が依頼

議事録署名人:(評 議員会と総会は同じ会員に依頼)高 橋良典会員(関 東)、今井裕之会員(関 東)に 菊地理事が依頼

1)平成27年 度事業計画及び決算報告について ※()内 は総会での担当者

第1号 議案 平成27年 度事業報告(村松)村 松事務局長が報告し承認された。

第2号 議案 平成27年 度決算報告(渋谷)渋 谷理事が報告し承認された。

主な説明:事 業収入が少ない(年会費の滞納者が多いことによる)

編集委員会の決算額が少ない(印刷会社を変更したことによる)

監査報告:今 野監事が報告。以下は監事からの指摘事項と回答。

審議事項①=会 員数の把握がきちんと出来ていないのではないか 「会員の定義が難しい。会員登録している
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が会費を未納している方をどうするか」

指摘事項②=国 際交流基金が2年 間施行されていないhSSOO万 もある。学会としてもっと活用した方が良い。

「これまでの議論から、研究助成費、海外研修補助費、相談役の学科参加への補助に使ってきた。

最近は研究費の申請が少ないので使っていない。学会は資金が無いのでそのまま積み立てて

いる。その他の項目で活用に関して提案する」

2)平成29年 度事業計画案および予算案にっいて ※()内 は総会での担当者

第3号 議案 平成29年 度事業計画(菊地〉菊地理事が説明し、承認された。

以下は審議内容。

・「前回理事会からの継続審議事項(第19回 大会を東北で開催する)件について持ち帰って検討した
。現行会員

を含めて手伝いをできるのが4名 しかいない。会場は、仙台大学、宮城県の養成校に打診したが都合がっかな

いがとのこと。フォレスト仙台は今のところ使用可能である。しかし、マンパワ・一が足りないので支部会員の総意と

して受諾できないとの結論になった」(加藤理事〉

・意見①:大変だと思うが、もう一度仙台大学に交渉してはどうか。このままでは停滞Lて しまうので.前に進むべ

きではないか。仙台大学にもメリットがあると思う。テーマ等内容については我々も協力できる。

・意見②場所、日程を決めて頂ければ、内容に関しては我々理事が協力するので、大丈夫ではないか。

・「再度持ち帰って検討する(草野理事)」

第4号 議案 平成29年 度予算=渋谷理事から説明があり承認され,たd

・主な説明 学会大会委託費を90万 から70万 に減額、

・底問・相談役の大会参加費を管理費の旅費交通費で処理

以下は審議内容。

質疑 国際交流基金は予算案に書かないのか「別会計であり、平成28年 度中に動いているものを予算案として表す

ことはできない.年度溺終了してから、その結果を報告する」

質疑!29年 度は予測で動いている。そこを説明して議論しなければならない。予算が少なければ、業者から委託研

究を持ってくるとかしないと発展しない。

3)役員選挙法の改正について

片岡理事長二「佐竹副会長案を役員会で議論した結果、役員会で再度議論すべきとの結論にいたったe来 年6Aの 理

事会で結論を出したい」との報告があった。

4)9919回 〔平成29年 度)学会大会開催にっいて

「2)平成29年 度事業計画案及び予算案について」で審議?

5)その他

片岡理事長から「国際交流基金の一部を取り崩して一般会計に組み入れたい」との提案があり、賛成多数で承認

以下は審議内容。

意見1① 不足分に関して、その都度理事会で議論してはどうか。

②補正予算を組んで総会の承認を得る必要があるのではないか。

③総会で平成28年 度の執行状況を説明して取り崩しに対する承認を頂いてはどうか。

蔽 理事長 片岡幸雄 印省略

議事録署名人 理事 村松成司 印省路

議事録署名人 理事 菊池俊紀 印省略
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一

日時:平成28年10A29日(土)12:30-13:10

場所:北海道立道民活動センター(かでる2。7)1050会議室

司 会=菊地

開会の辞:菊地

会長挨拶:増原

定足数の確認

総数45名 のところ、出席17名 、委任状19名 で定足数を満たしている。定款24条2項(総 数の2分 の1)に則り、菊地理事

が会の成立を宣言。

議長団選出:議 長に佐藤勇司委員(北海道)、副議長に田中稔晃委員(北海道)を選出。

議事録署名人:高 橋良典委員(関東)と今井裕之委員(関東)を選出。

講

1号議案27年 度事業報告(村松)※2号 議案と一括審議

2号 議案27年 度決算報告(渋谷)及び監査報告(今野)

質疑応答無く、賛成多数で承認された。

3号 議案29年 度事業案(菊地)※4号議案と一括審議

4号 議案29年 度予算案(渋谷)

挙手多数で承認された。以下は質疑応答の内容である。

質疑:

① 委託金を引き下げたことで引き受けたくない支部が増えるのではないか。70万で出来るのか、何か方策があ

るのか。「学会員が減少しているのでやっと運営している。これまでも理事会で減額を提案していたが今回初

めて認めていただいた。不足分は展示広告で賄ってほしい」

② 国際交流積立金が900万 円あるので運営費に回す考えは無いか。「今年度は積立金を使わざるを得ない

この場で承認して頂くか、足りなくなった段階で承認いただくがどちらが良いだろうか」

③ この場で承認を得て総会に提出してはどうか。「この件は、5号議案のその他で審議する予定である」

④ 参加費を本部ではなく学会実行委員会に振り込むようにシフトしてはでどうか。開催地が工夫して参加者を集

めるのではないか。

意見:内 外の関連学会との連携を図ってほしい。

5号 議案 その他

理事長から、平成28年 度中に国際交流基金を100万 から150万 の範囲で取り崩して一般会計に収入として組み入れ

たいとの提案があり、挙手多数で承認された。以下は質疑応答の内容。

理事長提案:会 費未納者を切り捨てると会員総数が230名 程度になる。加えて会費納入状況が悪く、かなり財政が

切迫し事務局長に多大な負担をかけている。国際交流基金は本来、研究助成、海外研修への補助に限定

して使用してきたが、手をつけざるを得ない状況である。本来の主旨に合わないが、理事会で検討して頂い

た。100万ないし150万 の切り崩しの承認をお願いしたい。

意見1:会 員数が減っているので、定款を改正して理事、評議員の数を減らすのも一つの考え方ではないか。

意見2;い ろいろなことをリストラ(精査)して、予算のかからないやり方を工夫・検討してはどうか。学会誌をPDFで

配布するという手もある。

意見3:個人的には賛成。このままでは積立金の900万 が5年 ～6年 でなくなる。何らかの方法で収入を増やすよう

に考えてはどうか。たとえば寄付金を募る。また、学会会場を業者が来られる場所に設定すれば協賛金をも

らえる。
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回答(理事者)1基 本的には会員数力弍多くなければ学会運営は難しい。運営のために最低限の経費がかかるから

だ。最低ラインの運営ができるような会員数確保のための勧誘を積極的に行ってほしい。

理事会でも対応を考えるが、皆さんも協力してほしい.本年度は現状を理解頂き承認頂きたい。

その他、以下のような提案及び応答が行われた。

質疑=

① 東日本の代表理事として昨年春の理事会で北海道支部での開催を理解頂いた。北海道支部の先生方、

関東の補助者へ御礼を申し上げる。次回の学会大会を2年 ぐらいのスパンをもって決めて頂きたい。また、

理事者には何時自分の所属する支部で受諾してもいいように常にお考え頂きたい。「実情を申し上げると、

これまでの経緯では西日本になる。今年の理事会で、東北支部で開催するよう検討して頂い起 しかし東

北の理事からは良い返事を頂けなかっ鶴 これまで実施した支部と情報交換しながら、会楊と期日をセッ

ティングすればその他のプログラムはみんなで協力して作り上げることは可能だと考えるのだが」

② ②ng19回 は検討中であるとのことだが、20回記念大会は?「理事会では検討していない」

③ 学会誌17巻3号 に久しぶりに理事会の議事録那でteこ れで会員が状態を理解できる。今後とも議事録

を残してほしい。しかし、評議員会及び総会の講事録が出ていない。また、奉の理事会の議事録もオ・一プ

ンにされていない。タイミング良く出してほしい。

④ ④議事録にっいて、27年度第1回 理事会議事録の出席者に岩本先生、委任状提出者にも岩本先生が入

っている。もう少し精査して出してほしい。また、27年度第2回 理事会議事録で、個人情報に関する件で

私が「会員名簿を名前だけでも出してほしい」と提案し、「会員に信を問いたい」という回答だったが信を取

ったのかどうか回答してほしい。寄稿規約に「会員動向を掲載する」とあるので総務等連携しながら掲載を

行ってほしい。「理事会で検討したい」

⑤ 日本学術会議の協力団体として登録されていないと大学での人事に影響があ翫 私の関連している団体

も登録した。第6回 評議員会s平成17年 第2回 理事会で、学術団体に登録の方向で検討 ナることが承認

されている。しかし足踏みしている。早急に検討してほしい。「以前から登録の件は頭に入っていたが、会

員数の減少の問題等もあり足踏みしてい為 先生のご意見を理事会の議案に乗せるよう努力する」

⑥ 藤本浩一先生が1年 前に論文を投稿したが、正式な査読結果力漏 かない。論文が出るか出ないかは人

生に関わることになる.ここまで遅くなると査読者が対応できずに抱え込んでいるのではないかとも勘繰っ

てしまう。編集に関わる方がコントロールして早急に対応してほしい。「査読者の選定に関してはきちんと

対応している。一人は査読結果が帰ってきたが、一一人はまだであるので早急に対応したい。なお、1名か

らは掲載許可がでている」

閉会の辞 菊地

謙 理事長 片岡幸雄 印省略

議事録署名人 理事 高僑良典 印省略

議事録署名人 理事 今井裕之 印省略
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日本 スポーツ整復 療法学 会総会

日時:平成28年10月30日(日)12:15-12:50

場所:北 海道立道民活動センター(か でる2.7)大 会議室

司会:菊 地(総 務委員長)

開会の辞:菊 地

会長挨拶:増 原

定足数の確認

総数234名 のところ、出席50名 、委任状57名 で定足数を満たしている。定款25条2項 に則り(総数の10分 の1)菊 地理事

が会の成立を宣言。

議長団選出:議 長に佐藤勇司会員(北 海道)、副議長に田中稔晃会員(北 海道)を指名。

議事録署名人:今 井裕之会員(関 東)と大木琢也会員(関 西)を指名。

講

1号議案:27年 度事業報告(村松)※2号 議案と一括審議

2号 議案:27年 度決算報告(渋谷〉監査報告(今野)

質疑応答無く、挙手多数で承認された。

3号 議案:29年 度事業案(菊地)※4号 議案と一括審議

4号 議案:29年 度予算案(渋谷)挙 手多数で承認された。以下は質疑応答の内容。

質疑:繰 越金の額は73,949円 であり、400,000円ではないのでは?「73,949円は28年 度の予算である」

5号議案 その他

理事長から、平成28年 度中に国際交流基金を100万 から150万 の範囲で取り崩して一般会計に収入として組み

入れたいとの提案があり、挙手多数で承認された。以下は質疑応答の内容。

提案:年 会費の納入が年々減少している。事務局が経費節減の工夫をしてきたが、今年度は大幅に赤字になるこ

とが見込まれる。当学会には国際交流基金の貯蓄がある。原則的に国際交流や研究に使用するためのもの

であるが、100万から150万 の範囲で取り崩すことを承認頂きたい。

質疑:① 今後、役員等の定数を減らす等を検討してはどうか。「この件は、定款とも関連するので、理事会で検討し

たい」

②設立時に全国的な配置、展開を考慮して定款を作成して役員数を設定した。定款の検討無くして役員を

減らすのは早急では無いか。あるものを単純に取り崩すことは危険であり、まずは会員を増やす努力をして

はどうか。「現状は年会費の収入が100万 程度しか入っていない。今後の納入見込みと活動を考えると大幅

な赤字になることは間違いない。会員数に関しては長期会費未納の方も入っている数を報告している。3年

以上払っていない人を含めないと234名 である。250人の学会であることを意識して対策を検討しなければ

ならない。北海道の会員数にっいてはミスプリントである」「次年度大会の開催地に関しては折衝中である。

後 日報告することを了解頂きたい」

閉会の辞:議 長より全ての議案が終了したことを述べ閉会した。

議事録署名人 理事 今井裕之 印省略

議事録署名人 理事 大木琢也 印省略
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日本スポーツ整復療法学会定款

平成11年5月1日 施 行

平成12年10月30日 改訂

平成15年10月18目 改訂

平成19年10月21日 改訂

第1章 総 則

第1条 本 会 は 日本スポー ツ整 復 療 法学 会 という。英 文名 をTheJapaneseSecietyofSportSciencesand

OsteopathicTherapy(略 称JSSPOT)と する。

第2条 本会 は事務局を理事長 の所在地 に置くe

第3条 本会 は評議員会の審議を経て理事会および総会の議 決により支部を置く。

第4条

第5条

第2章 目的および事業

本会はスポーツ医科学、柔道整復学および関連諸科学に関する学際的研究とそれらの情報交換を行い、

スポーツ整復療法学の構築ならびにその発展を図ることを目的とする、

本会は 目的を達成するために次の事業を行う。

D研 究発表会ならびに学術講演会等の開催

2)学会誌ならびに学術図書等の刊行

3)内外の関連学会との交流

4)その他 目的を達成するための必要な事業

第6条

第7条

第8条

第9条

第10条

第3章 会員

本会の会員は次のとおりとする.

1)正会員社会人であってスポーツ整復療法に学問的関心を持っ個人

2)学生会員学生であってスポーツ整復療法に学問的関心を持つ個人

3)賛助会員本会の事業に賛助する法人

4>講読会員スポーツ整復療法学研究の講読のみを希望する個人および法人

本会に正会員として入会しようとする者は正会員1名 の推薦を得て会長宛に入会申込書を提出し理事会

の承認を得ることとする。但し、学生会員の入会は正会員1名 の推薦でよいものとするe

会員は以下に定めた入会金および年会費の支払いを義務とする。

入会金

年会費

D正 会員

2)学生会員

3)賛助会員

4)講読会員

1)正会員

2)学生会員

3)賛助会員

4>講読会員

2000円

o円

2000円

o円

呂ooo円

500⑪ 円

一 口8000円(何 口でも可)

呂ooo円

会員力{退会しようとするときは、退会届を会長宛に提出しなければならない。

会員が次の各項に該当するときは会長は理事会の議決を経て除名することができる。
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1)本会の名誉を著しく傷っけ本会の目的に違反する行為があったとき

2)本会の会員としての義務を怠ったとき

第4章 役員、評議員、顧問および相談役

「役員」

第11条 本会に次の役員を置く。

1)会長1名 、副会長2名 、理事長1名 および理事を含め20名 以内

2)監事2名

3)上記の役員の他、会長は若干の役員を指名することができる。

第12条 役員の選出および承認は下記のとおりとする。

1)役員は立候補により正会員の中から選出する。

2)会長、副会長および理事長は理事の中から互選し総会で承認されなければならない。

3)選出細則は別に定める。

第13条 役員の業務は下記のとおりとする。

1)会長は本会の業務を総理し本会を代表する。

2)副会長は会長を補佐し会長が欠けたときその職務を代行する。

3)理事長は理事会を代表する。

4)理事は理事会を組織し、本会の定款に定められた事項等を議決し執行する。

5)監事は本会の業務および財産管理の業務の監査を行う。

第14条 役員の任期は3年 とし再選を妨げない。役員の退任に伴う後任役員の任期は現任者の残任期間とする

第15条 役員が下記の項目に該当するとき、理事会の4分 の3以 上の議決によりこれを解任することができる。

1)心身の故障のため職務の執行に耐えられないと認められるとき

2)役員としてふさわしくないと認められるとき

第16条 役員は無給とする。

「評議員」

第17条 本会に評議員50名 以内を置く。

第18条 評議員は北海道地区、東北地区、関東地区、北信越地区、東海地区、関西地区、中国・四国地区および

九州地区から比例配分数を投票により選出し総会で承認する。なお選出細則は別に定める。

第19条 評議員は評議員会を組織し、本会の定款に定める事項の他、理事会の諮問に応じ審議し助言す

る。

第20条 評議員は第14条 、第15条 および第16条 を準用する。

「顧問および相談役」

第21条 本会に顧問および相談役を置くことができる。理事会の議決を経て会長が委嘱する。

第5章 会議

「理事会」

第22条 理事会は毎年2回 会長が召集する。但し理事の3分 の1以 上から開催を請求されたとき、または理事長が

必要と認めたときはこの限りでない。理事会の議長は理事長とする。

2)理事会は定数の3分 の2以 上の出席がなければ開催し議決することはできない。ただし委任状をもって
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出席とみなす。

3)議決は出席者の過半数とし、可否同数のときは議長が決定する。

第23条 理事会は各種委員会を設置することができる。

「評議員会」

第24条 評議員会は毎年1回 会長が召集するa但 し会長が必要と認めたときはこの限りでない。評議員会の議長は

評議員の互選とする。

2)評議員会は定数の2分 の1以 上の出席がなければ開催し議決することはできない。倶し委任状をもって

出席とみなす。

3)議決は出席者の過半数とし、可否同数のときは議長が決定する。

「総会」

第25条 総会は正会員で構成し、毎年1回 会長が石集する。但し正会員の3分 の1以 上から開催を請求されたとき

または会長が必要と認めたときはこの限りでない、総会の議長は正会員の互選とする。

2)総会は定数の10分 の1以 上の出席がなければ開催し議決することはできない。但し委任状をもって出席

とみなす。

3)議決は出席者の過半数とし、可否同数のときは議長が決定する。

第26条 総会は次の事項を議決する。

1)事業計画および収支予算

2)事業報告および収支決算

3)財産 目録および貸借対照表

4)その他必要事項

第27条

第28条

第6章 資産および会計

本会の資産は次のとおりとする。

1>入会金および年会費

2)寄付金

3)その他の収入

本会の会計年度は毎年4月1日 から翌年3A31日 までとする。

第7章 定款の変更

第29条 本会の定款の変更は評議員会の審議を経て、理事会および総会のそれぞれ4分 の3以 上の議決を経なけ

ればならない。

第8章 補足

第30条 本会の定款の施行細則は評議員会の審議を経て理事会および総会の議決を経なければならないe

付 則

第4章 の規定にかかわらず、本会の設立当初の役員および評議員の任期は平成13年3A31日 までとするe本

会の定款は平成11年5月1日 より施行する。
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「スポーツ整復療法学研究」寄稿規約

1.ス ポーツ整復療法学研究は、日本スポーツ整復療法学会の機 関誌で、「総説」「原著論文」「症例研究」「研究資料」「活動報

告」「教育講座」「学会通信」「会員動向」等を掲載する。

2.本 誌への寄稿は原則として、共著者を含めて日本スポーツ整復療法学会正会員に限る。内容はスポーツ整復療法学の研究

領域における「総説」「原著論文」「症例研究」「研究資料」および「活動報告」で、未発表で完結したものに限る。

3.論 文等を寄稿する際は「執筆要領」に従って作成する。

4.「総説」「原著論文」「症例研究」「研究資料」および「活動報告」の掲載に際し、その採否、修正の要求、掲載順位の指定およ

び校正(初校は著者)などは編集委員会が行い、編集委員長名で著者に連絡する。

5.投 稿原稿は書留便で、封筒の表に「スポーツ整復療法学研究投稿原稿」と朱書し、オリジナル1部 とコピー3部(図 表を含む)

を学会事務局宛に送る。掲載が決定した後に、最終原稿を入力した記録媒体(USBも しくはCD)を 提出する。ファイルはワ
ード、一太郎、TXT形 式のいずれかとPDFフ ァイルの2種 類とする。提出原稿および記録媒体等は原則として返却しない。

6.寄 稿に際し、「総説」「原著論文」および「症例研究」は1万 円、「活動報告」および「研究資料」は5千 円を審査料として学会

事務局の郵便振込口座に振り込み、振込用紙のコピーを同封する。振込用紙には必ず内訳を記入する。

7.別 刷は30部 までを無料とし、それ以上は著者の負担とする。

「執筆要領」

A「 総 説 」 「原 著 論 文 」 「症 例 研 究 」お よび 「研 究 資料 」

1.「 総説 」「原 著論 文 」「症 例研 究 」お よび 「研 究 資 料 」は図 表 を含 めて刷 り上 が り8ペ ー ジ以 内を原 則 とす る
。超 過 したペ ージ に

つい て は著 者 負 担 とす る(料金 は別 に 定 める)。

2.原 稿 は必 ず ワー ドプ ロセッサー を用 いて 、新 かな使 い 、常 用 漢 字 を用 いて 、A4版 用 紙 に横 書 き印刷 す る。

3.外 国 語 言 語 は 欧 文 フォントを使 用 す る。た だ し、日本 語 化 した語 は カタカナ標 記(全 角)を使 用 してもよい。数 字 は算 用 数 字 、

単 位 符 号 は 原則 としてCGS単 位 を用 い 、mm,sec,cm,m1,μgな どとす る。圧 の 単位 はmmHgを 用 い てもよい。

4.図(写 真)表 は 必 要 最 低 限 にとどめ 、A4版 用 紙 に各1枚 に収 載 し、番 号(例:Table.1,Fig.1、 また は表1、 図1)と タイトル を付 け 、

且 つ 英 文 併 記 が 望 ましい。図(写 真)表 の 挿 入 場 所 を本 文 原 稿 の 余 白 に朱 書 きす る。なお 、製 版 が 不 適 当 と認 め られ る図 表

は 書き変 えることがある。その 際の 実 費 は 著者 負 担 とす る。

5.和 文 論 文 原 稿 の 形 式 は以 下 の順 に 従 う。

a)原 稿 の第1ペ ー ジに 「表題 」「著 者 名 」「所 属 名 」「キー ワー ド5個 以 内 」「原稿 の種 類 」「別 刷 請 求 部 数 」「連 絡 先:住 所
、

氏名 、電 話FAX番 号 、E-mai1」 等 を記 載 す る。

b)本 文 は 目的(緒 言)、方 法 、結 果 、考 察 、結 論 、引用 文献 および 図表(写 真)の 順 とし、印刷 は 「10ポ イント、23文 字X38

行 の2段 組 み 、総 文 字 数1748字 」程 度 で行 う。改 行 は 冒頭1字 を下 げる。

6.和 文原 稿 には 英 文 のタイトル 、著者 名 、所 属名 、キ ー ワー ドを必 ず つ ける。また、英 文 抄 録(400語 以 内)をつ けることが望 まし

い。英 文 は 専 門 家 のチ ェックを必 ず 受 けること。

7.英 文 原 稿 には 原 則 として 、上 記 に準 じ、和 文 抄 録 をつ ける。

8.引 用 文 献 は主 要 なもの に 限 り30編 以 内 とす る(総説 の場 合 は制 限な し)。文 献 は本 文 の 引用 順 に引 用 番 号 を付 し(半角片 カ

ッコ内 に半 角 数 字 で 記入 す る。例:片 岡 ら1)に よれ ば ・・)、引 用 番 号 順 に記 載 す る。

a)雑 誌 の場 合 は 、全 著 者 名 、年 号 、表題 、雑 誌名 、巻 数 、頁 一頁 の順 に記す 。

1)佐 野裕 司 、白石 聖 、片 岡 幸 雄(1998)背 側 筋 群 の強 化 を 目的 とした体 幹 筋 運 動 が腰 筋 の圧 痛 に及 ぼ す 効 果
、柔 道

整 復 ・接 骨 医学7(1):3-12

2)K・t・・k・・K・・S・n・,Y・,lm…,H・,T・ki・k・,J.andAk・t・u,K.(1993)Ch・ng・ ・i・bl・・dp・essu・ed・,i。gw。lki。gi。th。

elderlypersonswithhypertension,ChibaJournalofPhysicalEducation .17:33-38

b)単 行 本 は全 著 者 名 、発 行 年 、標 題 、書 名 、編 集 者 名 、版 数 、発 行 所 、発 行 地 、引 用 頁 の順 に記 す 。

1)熊 谷 秋 三:誤 った運 動 法(1993)健 康 と運 動 の 科 学 、九 州 大 学 編 、初 版 、大 修 館 書 店 、東京:209-211

2)E・p・rtC・mmittee・fHealthSt・ti・ti・ ・(1995)R・p・ ・t・fth・Sec・ndSessi・n
,WHOTech・i、alR,p。rtS。,i,、,25

B「 活 動 報 告 」

図 表 写 真 を含 め2ペ ー ジ(400字 原 稿 用 紙8枚)以 内 を原 則 と し、 上 記 の 執 筆 要 領 に準 じて 作 成 す る。
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「スポ ー ツ整 復 療 法 学 研 究 」論 文 投 稿 確 認 書

・申込はこの用紙をコピーして必要事項を記入の上、事務局へFAXも しくは添付ファイルで転送して下さい

投稿年 月 日(西 暦) 年 月 日(投稿者記入)

論文タイトル

(日本語)

論文タイトル

(英 語)

分 野

(審査希望分野)

且)整復療法

]Dその他{

b)整 復工学 。}スポー ツ療法 学

一 一 一 一一

d}原 理 ・倫理

)

已)評価

投稿者氏名

一 一 一

会員確認(該 当項 目にQを 付ける)

・会員 ・入会手続き中

所 属

連絡先

(資料送付先)

〒

電 話 IFAX」

E-m且il

共同研究者

(不足の場合

は別紙に書き

加えて下さい)

氏名 所属 会員確認

・会員 ・入会手続 き中

・会員 ・入会手続 き中

・会員 ・入会手続 き中

・会員 ・入会手続き中

・会員 ・入会手続 き中

・会員 ・入会手続き中

別刷部数

一 一

部(30部 までは無料、学会負担〉

送付資料確認

・原稿3部(コ ピー可)

・投稿 料振 込確 認(コ ピー一可)

・その他 、同封した物 があれば記 入 下さい。

〈注意〉共同研究者の会員登録をご確認ください.投 稿料振込および投稿者(共 同研究者含む)の 登録確認が

終了後、論文審査に入 りますeこ の用紙はHPか らも入手できます。
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「日本 スポ ー ツ整 復 療 法 学 会 」個 人 会 員 入 会 申請 用 紙

・申込はこの用紙をコピーして必要事項を記入の上、事務局へFAXで 転送して下さい

申請年月 日 (西暦)年 月 日 事 務 局FAX=043-254-8311

会員資格 正会員 ・ 学生会員 都道府県名

一

ふりがな

氏 名
印

郵便物送付先にOを 付ける

自宅 勤務先

生年月 日 (西暦)年 月 日生

勤務先名

勤務先住所

〒

電 話 lFAX
E-mall 旨

自宅住所

〒

電 話 FAxl
E-mai1

職業分野・免許

○印を付ける

柔道整復師 鍼師 灸師 マッサージ師 理学療法士 カイロプラクター

大学教師 専門学校教師 医師 大学院生 学部生 専門学校生

その他()

所属職能団体

O印 を付ける

日整JBNSK全 国柔整師会 医師会JATAC大 学 学生

専門学校生 研究所 その他()

所属学会

学 歴
高 校:大 学=

専門学校 等=

推薦者会員名 印 都道府県名

※(正 会員 ・学生会員 ともに、申請 時は推薦者 として正会員1名 の推薦 が必要)

正会員;入 会金2,000円 、年会費8,000円 学 生会 員:入 会金O円 、年会費5,000円

下記にお振込Fさ い。

郵便振替番号:OOIIO-4-98475口 座名義;日 本スポーツ整 復療 法学会
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「日本 スポ ー ツ整 復 療 法 学 会 」賛 助 会 員 入 会 申 請 用 紙

・申込はこの用紙をコピーして必要事項を記入の上、事務局へFAXで 転送して下さい。

事務局FAXie43-254"8311

申請年月 日 (西暦)年 月 日

会員資格 賛助会員 郵便物送付先

一

勤務先

会社 ・団体名

一 一
ふりがな

会社 ・団体

所在地

〒
一

一

代表者名

一

ブリがナ

氏 名

担当者

一

プリがナ

氏 名 所属■{担当)課

電 話FAX
E-mai1

金 額

一 一

・入 会 金2
,000円 也

・年 会 費8
,000円 也

1・ 寄 付 金(1口8,000円)(口 分)円 也

一

計 円也

備 考

1

一

下記 にお 振 込 下さい 。

郵 便 振 替番 号:OOIIO-4-98475ロ 座 名 義:日 本 スポ ーツ整 復 療 法学 会
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◆新しいデザインに 一新!◇

日本スポー ツ整復療法学会のホームペー ジが新しくなり、より学会にふ さわしいイメー ジになりました.こ のホームペ

ー ジの切り替えを機 に本学会がます ます大きく飛躍していくように期待しています。

現在使 用のHPか ら徐 々に内容を移行していきます。何かお気づきの点がありましたら事務局までご連絡くださ

い 脅

新 ホー ムペ ー ジのURL 一
日本スボーッ肇榎療法学会

お日いgn世 雛1一 λ会手岳 吉 聯
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本会は.量 塾師やスポーツ系o傾gzaど の隠連譜科字と一紐1=なり、情輻■趣世スポーΨ整寝蕾i去学の構簗

やモの提屋を図石ことを目的としていま甘、具詰的には,票 道整痩師にとどまう可,諏 蚤師㌣位育霜スポー

ツ系六学や果豊学など嶺ぐなジャ}'」ゆ 方雌集まり、スポーツ医輯学や輩直整偵学に'⊃いて■程1まjiZど票

整に右遇ず{}研舜者とO喪 田ガ得うれ弓ことも一つの特楓です.僖 年、研窒硅表会即学術画遙駐等の帥確、

学告諺などの疑行E行,て し1ます.

囎 入会したい 灘 内

]ン テンΨ

学豊量内

学…器 馬

軍19回学豊弐告

字金に,加したい

1拝L≦ 肛 柄 、

A皇脚 甜 い含ntSH孟こ石らか5

1碑4'くe:ss'

臨1s回詞洲富茸】史韓
目胴 醐 脚 旧l

l碍Lく 薗こ"G、

学高研帳会岡催實内

投稿規定

λ1芸手植盲

逮$fiS更

呂種串臓璽頸

年誉≧置納ユ.のお顕L、

盟連詫リンク

」

聡闇い合わせ
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事務局だより

1,第19回 口7b;rcポーツ整復療法学会学術大会が大阪で日鶉催されまず。年に一度の全国大会、皆様と情報交換できることはまた格

別だと思い調 『。今回は第一報として日程・概要を掲載いたしました。今回の開催地決定につきましては様身な理由が重なり決定溺遅

れこと、また会期も例年と異なり1ヱ月になりましたこと、会員の皆様には多六なご迷惑をおカ・・けすることになり深くお詫びいたします。

次号第19巻1号 に第二縦 して詳細をご連絡いたしますe大会参加ならびに演題発表も是非お願いします。

2.日本スポーツ整復療法学会の機関言志,「スポーツ整復療法学研究』への寄稿を募集しております。寄稿は、「総説1、「原著論幻 、

「症例研究」、「研究資料」、f活動報告」、「教青講座kr学 会通信1、「会員動向」等、様々な形力Sありますe是非、寄稿くださるようお願い

いたします。皆様の情報発信の機関誌ヒしてご活用下さい。審査はよりよい論文等になるように見ていただくためにあるものです。いろ

いろ指導していただけますので、どしどしご投稿ください。査読は今後の論文づくりの助けになるとと思います。意見が異なれば討論

し、適切な示唆であれば今後の研騒 の糧とする、積附 訟気持ちで論文づくりを楽Lんでくださいe

3.年度会費納入についてのお聯 ㍉

今回、振込用紙を同鍵 せていただきましたのでご利用ください.なお、郵便局に設置してある振替用紙を用いても振込溺できま

す。その際には振込先氏名、番号を間違えないようにご記入ください。いずれにおきましても、振込証明書等は手元に残すようにLて

ください。二重の振込にはくれぐれもご注意ください。なお、二重の振込みをされた場合には、過去の未納λ年度あるいは201呂 年度

に充当させていただくこともありますのでご承知おきください。その旨連絡をさせていただきます。

これまで年会費未納D方 がかなりおられますbM17年 度年会賛と合わせて遡及納入しO・ただけますようお願いいたします。3年

以上購 の会員の方には学会機関誌の発送および各種案内の発送を停止Lております.是非、納入していただけますようお願い

しま丸 これまでの納入胆不明の揚合は事務局までお問い合わせください。ご退会される場合は本部事務局まで連細 ・ただけますよ

うお腰いします。(退会される場合は未納牢度会費の納人をお願いいたします。)

年度会費

正会員 &000円

一 一
(新規入会時には入会費2000円 をカロ算する)

学生会員
一

臥000円

一
噺 煩入会時力入会費不要、正会員に資格変更する際には㎜ 円加算)

賛助会員
一

呂,000円

一
㈱ 購 こは入会費2000円を加算する)

購読会員
一

&㎜ 円
一

(新規入会時には入会費2000円 を加算する)

納入先 郵便振替

千葉銀行

日本スポー ツ整 衝療法学会 口座番号0011e-4SS475

穴川特別 出張所 普通32S22"日 本スポーツ整 復療法学会

4.学 会誌等が返送されてくる会員がおられ ます 。諸違 絡、学会 誌等が会 員のお 手元に確 実に届くため にも、移動された会員の方

は変更(移 動)届を出していただ けますようお願いします。用紙はホームペ ージにて入手ください。

学会ホー一ムペー ジ 新規(2D17年S月 より}htts=iso」 皿f

現在htt言www.∈ ∋o亡丘ti已_』nslrflrom1999

{今後は徐 々に新規のHPに 移行 しますので、変更をお願いします 〉

5.会員諸氏の関係者で当学会への入会を希望ずる方力{おられましたら、是非、ご紹介ください。入会用紙はホームページより入手

していただくか、㎜ またはMル で事務局までお知らせ下さい.摺要書類を送付いたします。また、広告、展示等で協賛しa・ただ

ける企業のご紹介も是非お願いいたしますe広告掲載(1～3繍 および展示(学会大会)に閲わる情報は学会ホームペー勃 も入

手できます。あるいは事務局にお問い合わせください.盗料を送付させていただきます。

6.当学会にっいての問合世Nご意見等ありましたら事務局(村松)までご連絡ください。e・inai1あるいはFaxで お願いしま嵐 折り返

し、連絡させていただきます。

(文責 村松成司}
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編 集 後 記

過 日、本誌のバックナンバーを第1巻 から第18巻 までしみじみ眺めてみました。この機関誌は1999年 からはじま

り実に約20年 間、多くの先生方の研究論文、活動報告等が掲載されており、研究成果を公表するために精力を注い

だ先人たちの努力をうかがい知る思いがしました。本学会の特徴でもあるスポーツと整復療法に関わる幅広い分野の

論文が掲載されてお り、それぞれの先生方の研究視点に立った興味深い研究が展開されておりました。また、これは

逆にいえば、研究者の興味は人それぞれ、どこに興味を見いだすかは誰にわからないということです。普段、日常に

観察される現場の何気ない事象に突然疑問を感じ、ある種の興味を抱き、探求をし始め、研究努力の成果をまとめる。

さらには、論文として広くパブリッシュする。これがまさに他の人にはない自分の世界が確立されることにつなが り

ます。じっに単純な流れですが、この一連の流れ(疑 問の発見、のめり込み、夢中になり、達成感を感 じ、また続け

てしまう)が 自信の構築の始まりであり、そしてこの営みに歴史(career)が 加わると、匠の世界に足を踏み込み始

めることになるかもしれません。現在活躍されている先生方にうかがわれる自信あふれる指導力はこれら日々の研究

努力の積み重ねによってもたらされたものであると感じさせられます。しかし、研究には終わりはありません。現場

ではまだまだ多くの問題が山積しています。現場の小さな疑問に目を止め、興味を膨らませ、研究成果としてまとめ

ていく積み重ねをぜひ続けていただきたいと思います。今回は、これまで掲載された多くの研究業績に敬意を表する

とともに、今後のスポーツと整復療法に関わる先生方の活躍を期待して編集後記を書いてみました。(SM)

1編 集 委 員 会1

滝 瀬 定 文(委 員 長)

増 原 光 彦 片 岡 幸雄 行 田 直 人 渋 谷 権 司 村 松 成 司

JoumalofSportSciencesandOsteopathicTherapy
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